
 
 

 
“Zoom”による遠隔地「沖縄県」との交流（社会） 

対象校種学年等 小学校５年 

概要 

1 これまでの課題 

遠隔地の暮らしについて、教科書やインターネット等の情報のみで、そ

こに暮らしている人の声を聞くことができなかった。 

２ タブレットを使う目的 

Zoom により、直接、住んでいる人から暮らしの様子を聞くことがで

き、実感をもって学習することができる。 

３ この実践で得られた成果、子どもの変容など 

リアルタイムで対話をしながら質疑を繰り返す中で、学習を深めるこ

とができた。 

実践の流れや 
様子 

1 Zoom 予約と現

地との事前打ち合

わせをする。 

 

２ 遠隔地（沖縄県）と教室を

Zoom を使って接続する。 

 

３ 話を聞いたり質問をしたりし

たことをもとに、学級で話し合

い、学習を深める。 

 

 

 

 

使ってみよう！タブレット  実践事例 


